





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 )鈴木敏正 「内発的社会経済発展と 『地域をつく
る学びjJ(宮崎隆志・鈴木敏正編著 f地域社会発
展への学びの論理 下北町産業クラスターの挑
戦j、序章、 1頁、北樹出版、 2006年)。
2)関連して、筆者は地域の持続的発展を図る課題
と大学開放について別の機会に触れているので参
照されたい。拙稿 「今日的な大学の役割と地域生
涯学習の方向性一持続的発展を目指して一J(r富
山大学地域連携推進機構生涯学習部門 年報j、
第13巻、 2011年)。
3)拙稿「アイヌ文化の継承と博物館の役割J(日
本社会教育学会編『多文化・民族共生社会と生涯
学習』、東洋館出版、 1995年)。
4) I社会的協同」については、鈴木敏正 f教育の
公共化と社会的協同一排除か学び合いか-J(北
樹出版、 2006年)などを参照されたい。
5)地域生涯学習を推進する上でネ ットワークの形
成を軸に展開することの重要性についてはすでに
別の機会に触れているので参照されたし、拙稿
「ネットワーク型生涯学習と大学開放J(r岩手大
学生涯学習論集j、第4号、 2∞8年)。
6)この点について、筆者は「日本社会教育学会第
58回研究大会J(2011年)で、「地域協働型ネッ
トワークと大学開放ー緊急支援活動の事例から
-Jというテーマで、藤田昇治(弘前大学)と共
同研究発表を行っている。
7) I岩手大学ミュージアムJについては、別の機
会に触れているので、詳細についてはそれを参照
されたい。拙稿 「地域と融合した住民参画型 f大
学開放jの実践と可能性一地方国立大学博物館の
実践例から一J(r北海道大学教育学研究科紀要j、
第号、 2012年刊行予定)。
8)倉田公裕f博物館学J(10頁、東京堂出版、1990年、
第12刷)。
9)若宮広和 「博物館教育の種類J(加藤有次・椎
名仙卓編 『博物館ハンドブック』、N. 2.1、雄
山閣、 1998年)。
10) 1.鷹野光行 「博物館教育論J(全日本博物館学会
編 f博物館学事典J、288頁、雄山間、 2011年)。
1)小原千夏 「博物館教育学J(全日本博物館学会
編『博物館学事典j、288頁、雄山問、 2011年)。
12)同前。
13)同前。
14)社会教育法における「自己教育Jの概念につい
ては、鈴木敏正『自己教育の論理 主体形成の時
代にj(北樹出版、 1992年)を参考にされたい。
15)こうした「学習Jについての理解については、
拙稿「食生活・食文化を捉えるパースベクテイブJ
(北海道大学大学院文学研究科 社会システム科
学講座小林甫退官記念論集 f現代の社会学地平j、
2004年)や拙稿「生活規範の変容と生涯学習J(r岩
手大学生涯学習教育研究センタ一年報』、第3号、
2005年)を参照されたい。
16)藤田昇治「生涯学習と社会参加J<r弘前大学生
涯学習教育研究センタ一年幸町、第 13号、 2010年)
を参照されたいs
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